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研究成果の概要（和文）：本研究では，いわゆる暗記学習によって断片的に得られた外国語語彙の知識を文脈的
インプットによって豊かにしていく過程を考察し，その学習効果の測定方法について検証した。英語を外国語と
して学ぶ大学生を協力者とした実験の結果，短時間の対訳型暗記学習の中で学習者が語彙と文脈の内容を関連づ
けて記憶していたことを示唆するデータが得られた。今後は繰り返しの文脈的インプットによって語彙知識がど
のように変化していくのかをさらに検証する必要がある。

研究成果の概要（英文）：This study examined if learners’ vocabulary in English as a foreign 
language (EFL) can be enriched through deliberate memorization of a word list including contextual 
input. In addition, this study explored how the vocabulary knowledge associated with the contextual 
input can be assessed. In this empirical study, Japanese EFL learners memorized a list of unfamiliar
 English words paired with their Japanese translations. The list also included examples of sentences
 in English. Based on the results of post-hoc tests, it was suggested that the memory of the learned
 words was associated with contextual information, i.e., the content of the sample sentences that 
were presented with the new words. Future studies should investigate how the incremental acquisition
 of lexical knowledge proceeds through repeated exposure to contextual input.

研究分野：英語教育学
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１．研究開始当初の背景
外国語学習を成功させるためには，コミュ

ニケーションの根幹をなす語彙を効果的に
習得することが不可欠である。グローバル人
材の育成が求められる昨今，国内の英語教育
の在り方も大きく見直される中で，英語語彙
の学習方法も変容が求められている。一般に，
語彙知識は単なる記号の羅列ではなく，音
声・文字・意味という 3 つの要素の結びつき
によって成立していると考えられるが
（Nation, 2013; Schmitt, 2010），日本の英
語学習者の多くは，母語である日本語の既有
知識をベースにしながらも，日本語とは全く
違った正書法や発音の体系を語彙知識の中
に組み込んでいかなければならないため，英
語学習には多大な時間と労力がかかるとさ
れる。

従来のいわゆる文法訳読式の英語教育で
は，語彙を訳語と関連づけて暗記するという
学習方法が語彙指導の基本であった。たしか
に，このような対訳型暗記学習も短時間での
学習量という観点では効率的であり，近年の
研究でも再び評価されつつある（Nation &
Webb, 2011）。例えば，訳語を用いた学習を
通して，通常のテストで測定されるような明
示的知識を覚えられるだけでなく，暗示的知
識として既知の語彙とのネットワークを心
の中に形成することができるとする研究も
ある（Elgort & Warren, 2014）。しかし，訳
語だけに頼る学習には当然ながら限界があ
り，例えば，訳語との結びつきが心内で強化
されすぎると「語彙知識の化石化」と呼ばれ
る現象が起きることや（Jiang, 2000），学習
者が既知の訳語に固執してしまうせいで英
語語彙の持つ意味の多様性を見失ってしま
いがちであることなどが指摘されている
（Ushiro, Hasegawa, et al., 2013）。

そこで近年注目されているのが，用例基盤
モデルなどに基づく文脈中心の学習方法で
ある（see Kroll & de Groot, 2005）。ここで
は，学習者が様々な用例の中で語彙に出会う
ことで文脈的インプットが記憶内に蓄積さ
れ，それによって語彙知識が累積的に獲得さ
れるというプロセスが仮定されている。こう
した背景を踏まえ，近年の第二言語習得
（SLA）研究では，訳語を用いた暗記学習に
よって効率的に語彙知識の芽生えを促し，さ
らなる文脈的インプットの大量に与えるこ
とで語彙知識を累積的に豊かにしていくこ
とが最も効果的な学習方法であると考えら
れている（Ellis & Shintani, 2014）。

残念ながら，対訳型暗記学習で一度学んだ
語彙を様々な用例の中で再学習することの
効果を合理的に立証した研究は多くない。そ
の理由のひとつは，語彙学習の成否を左右す
る要因が多岐にわたっているため，対訳型暗
記学習と文脈的インプットの両方を検証し
ようとしても交絡変数を統制することが困
難である点である。例えば，英語を読んだり
聞いたりするインプットの量や時間に限り

のある日本の英語教育の環境においては，学
習者に与える用例の質によっても学習効果
が異なる可能性がある。これまでの研究では
主として未知の語彙を文脈の中で推測する
というプロセスに焦点を絞ったものが多く
（Wesche & Paribakht, 2010），本研究のよ
うに訳語などを通して断片的な語彙知識を
得たうえでの文脈的インプットの効果を検
証した研究はほとんどない（ see Webb,
2007）。こうした問題点に対しても出来る限
りアプローチしながら，SLA 研究で提案され
ている最も効果的な学習方法が語彙の明示
的・暗示的知識に与える影響を明らかにする
ことを目指し，本研究を開始した。

２．研究の目的
本研究は，２つの実証研究（実験１・実験

２）で構成される。当初の研究構想に基づけ
ば，英語学習者が様々な用例に触れることで
未習または既習の語彙に関する知識をどの
ように変容させていくかを明らかにするこ
とが望ましかったが，研究期間内での実施可
能性と「研究活動スタート支援」の特性を考
慮し，まずは最低限の量の文脈的インプット
が持つ学習効果に焦点を絞って研究を開始
することとした。実験１および実験２の具体
的な検証課題（research questions; RQs）は
次の通りに設定した。

＜実験１＞（Hasegawa, 2016）
RQ1：英語学習者が語彙リスト（語形・語義・
用例の一覧）の対訳型暗記学習を行った場合，
学習した語彙を初見の英文の中で正しく解
釈できる割合はどの程度か。

RQ2：英語学習者が語彙リスト（語形・語義・
用例の一覧）の対訳型暗記学習を行った場合，
語彙リストに含まれる用例の質は，語義を正
しく想起できる割合に影響を与えるか。

＜実験２＞（Hasegawa, 2017）
RQ3：英語学習者が語彙リスト（語形・語義・
用例の一覧）の対訳型暗記学習を行った場合，
学習した語彙の情報は語彙リストに含まれ
ていた用例の情報と関連づけられて記憶さ
れていると言えるか。

RQ1 は，本研究の第一歩として，用例の学
習を伴う対訳型暗記学習によって学んだ語
彙が，新たな文脈的インプット（初見の例文）
の中でどれくらいの割合で正しく理解でき
るかを明らかにしようとしたものである。学
校教育のコンテクストで言えば，例えば生徒
が新出語彙の意味や綴りを予習した後で，初
めて触れる英文の中にその語彙が出てきた
ときにどれくらいの割合で学習内容を思い
出せるかという問題に関連した検証課題で
ある。

また，もし語義を正しく想起できる割合が
対訳型暗記学習の際に提示される用例のタ



イプによって異なるとすれば，それも文脈的
インプットの効果を検証する上で明らかに
すべき点である。このことを扱った検証課題
が RQ2 である。本研究では，それぞれの文
脈が学習者にとってどれくらい理解しやす
く，印象に残りやすいものであるかを示す指
標として，用例のイメージしやすさ（文脈心
像性）に注目した。なお，この要因が語彙学
習後の課題（紙面上での翻訳テストや穴埋め
テスト）のスコアに影響を与えうることにつ
いては検証済みである（Hasegawa, 2014）。

ただし，RQ1 および RQ2 は，いずれも紙
面上で実施するテスト等によって学習者の
記憶を測定しようとするものである。こうし
たタイプの記憶は明示的知識と呼ばれ，実際
に様々なコミュニケーションの場面で咄嗟
に使える語彙知識（暗示的知識）とは区別さ
れることがある。学習者の暗示的知識は紙面
上での課題では測定できないため，コンピュ
ータ画面上に提示された語彙に対して瞬間
的な反応を求めるような特殊な課題を用い
て推定する必要がある。こうした課題を援用
して，学習者が暗記した語彙を用例と結び付
けて記憶していることを確かめようとした
ものが RQ3 である。

３．研究の方法
＜実験１＞（Hasegawa, 2016）

合計 84 名の大学生が実験に参加し，その
うち 82 名分のデータが分析対象となった。
英語の低頻度語のリストを訳語と用例とと
もに短時間で暗記した後で，新たな例文の中
に埋め込まれた低頻度語（学習時と同じ語
彙）を解釈し，その意味を日本語で記述する
という課題に取り組んだ。また，その 1 週間
後に，学習した語彙の綴りを見て学習内容
（語義および用例の内容）を出来るだけ想起
して記述する課題を実施した。また，暗記学
習の際に提示する用例については，事前に他
の協力者によって文脈心像性の 7 段階評定を
実施してあり，学習者にとって具体的な内容
を思い浮かべやすいものとそうでないもの
を区別した。

＜実験２＞（Hasegawa, 2017）
実験２は小規模なケース・スタディとした。

合計 12 名の大学生・大学院生が実験に参加
し，そのうち 10 名分のデータが分析対象と
なった。英語の低頻度語のリストを訳語と用
例とともに短時間で暗記した後で，その知識
を出来るだけ定着させるために語形や語義
を想起させる時間を設け，そのうえで再度同
じ語彙リストを提示した。その後，コンピュ
ータ画面上に提示される文字列が実在する
英単語であるかどうかを瞬時に判断させる
課題（語彙性判断課題）を実施した。語彙性
判断課題では，語彙リストで学習した語（e.g.,
esplanade），実在しない語（e.g., *eldrewice），
学習者にとってなじみのある高頻度語（e.g.,
narrow）に対しての反応を求めた。また，各

文字列に対する語彙性判断課題の直前に，語
彙リストに含まれる用例から抽出した高頻
度語を自動的に提示し，学習者にそれを見せ
た。もし学んだ語彙が学習者の心内で用例の
情報と関連づけられて記憶されていれば，用
例から抽出した高頻度語を見ることで語彙
性判断課題の成績が向上し，反応がより速く
なることが予想された（間接的プライミング
効果）。

４．研究成果
先行研究では，初めて学ぶ語彙に対して対

訳型暗記学習を行う際には学習者の注意が
語形や語義に向けられるため用例の内容に
は注意が向かず，あまり文脈的インプットの
効果が期待できないことが示唆されていた。
その一方で，予め対訳型暗記学習で学んだ語
彙については豊富な文脈的インプットを与
え，語彙知識を深めていくべきであるとされ
ていた。しかし，本研究により，対訳型暗記
学習の際に提示される用例が学習者の語彙
知識と（少なくとも短期的には）結びついて
記憶されていることが明らかになったほか，
対訳型暗記学習を行っても必ずしも学んだ
語彙を新たな文脈の中で正しく解釈できる
わけではないことも分かった。

まず RQ1 に関しては，本研究で取り上げ
た語彙に関して言えば，暗記した語彙を初見
の英文の中で正しく解釈できる割合は５割
～６割程度であった。教師は一度教えた語彙
を生徒がいつでも正しく理解できることを
期待しがちであるが，たとえ対訳型暗記学習
の直後であっても４割程度の語彙は正しく
解釈できないという本研究のデータはその
ような先入観とは対照的である。

次に，対訳型暗記学習を行っても 1 週間程
度で学習内容の多くは想起できなくなって
しまっていた。しかし，RQ2 に関連して，対
訳型暗記学習の際に提示した用例が学習者
にとって印象に残りやすい文脈（高心像文
脈）であった場合には，1 週間後も語義を想
起できる確率がやや高まることが明らかに
なった。このことから，学習者は先行研究で
仮定されていた以上に文脈的インプットの
質に敏感であり，学んだ語彙の知識が（少な
くとも短期的には）読んだ用例の内容と関連
づけられて記憶されている可能性が示唆さ
れた。

この可能性について，本研究では RQ3 の
検証を通じてさらに探求を行った。語彙性判
断課題の最中には学習者は語彙と用例の関
係性には注意を払っていなかったものと考
えられる。それにもかかわらず，実験に参加
した学習者全員のデータで間接プライミン
グ効果が観察され，学んだ語彙の知識が用例
の内容と何らかの形で関連づけられて記憶
されていたことが確認された。ただし，実験
２は参加者数や分析対象となった語彙の項
目数が少なかったため，一般化を図るために
はさらなる検証が必要である。



以上の研究成果については，２件の雑誌論
文および２件の学会発表において積極的に
発信し，他の研究者から建設的な批判が得ら
れるように努めた。本研究では，いわゆる暗
記学習によって断片的に得られた外国語語
彙の知識を文脈的インプットによって豊か
にしていく過程を考察し，その学習効果の測
定方法について検証した。今後は繰り返しの
文脈的インプットによって語彙知識がどの
ように変化していくのかをさらに検証する
必要があると考えられる。
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